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　　　　　カルシウムヽ3ンニャクグル3 -7ンナン加水分解物が高血圧症自然発症ラット

　　　　　( S H R)のヽ非圧に及ぼす影m

　　　　　森永乳業（株）○飯山百合子　五十嵐稔　加藤良　冨田守

（目的）前回ビフィズス因子として知られているラクチュロースがS H Rの血圧上昇の抑

制効果があることを報告したが、今回コンニャク粉を酵素により分解し調製したコンニャ

クグルコマンナン加水分解物をS H Rに投与しその効果について検討した。

（方法）I週令の雄性S H R 2 0匹を①試験食I (Q.錦Ca)群、②試験食H （2. OXCa）群、③

試験食in（2. OXCa）群及び④試験食m （2. OXCa）にコンニャクグルコマンナン加水分解物を５

％添加した4 群に分け1 l週間飼育した。①、②群はカルシウム源として炭酸カルシウム、

③、④群は乳清カルシウムを使用した。なお、各群とも試験食中のナトリウム濃度が1 %

となるように食mを添加した。飼育期間中毎週月曜日に尾動脈血圧及び心拍数を血圧・心

拍数測定装置により測定した。飼育期間終了後解剖・採血し、回腸・盲腸内容物のp H ･

有機酸濃度を求めると共に血漿中のコレステロール等を測定した。

　（結果）高カルシウム食を投与した②③④俳には飼育開始後4週目より各群とも①mに比

べ血圧の上昇の抑制効果が見られた。乳清カルシウムを与えた③群の血E上昇の抑制効果

は炭酸カルシウムを与えた②群より大きく、乳清カルシウムにコンニャクグルコマンナン’

加水分解物を同時に与えた④群はさらに大きくなる傾向がみられた。回腸内容物のP Hは

各群とも殆ど同じであった。盲腸内容物のP Hは①②群が同じで③、④群の順に低かった。

回腸内容物の有機酸濃度は④群が他の群に対して最も高く、盲腸内容物のそれは①、②、

③、④群の順に高かった。なお回腸･盲腸内容物における酢酸濃度はR群が最も高かった。

食餌性節鉛の有効利用性に対する食物繊維の影響
金城学院大家政　○近藤博信

吸収性や利用性は、種々の食餌性因子により影響されること
やカルシウムの吸収や利用性が植物性食品に含まれるフィチ
されることはよく知られている。食物繊維は?削ﾋ吸収されに
用はあまり考えられないが、消化管腔内における相互作用に
響を及ぼすことが予想される。非栄養素である食物繊維方現
もいくつか明らかにされ、積極的な摂取が推奨されている。
する作用がどの程度のものか調べた。

キチン、ペクチンを5％含む４種類の半合成飼料と、食物繊
　（対照）をウィスター系雄幼若ラットに31日間自由摂取させ
一-一　　一

照 をウィスター糸砥幼若ラットに31日間自由摂取させ

の吸収や利用性に対する食物繊維の影響を調べる目的で、

準に設定した。亜鉛以外の微量元素は充分量含まれるよ

脱イオン水を自由摂取させた。動物飼育期間中排泄糞を
－J●　-･ ●.J.　　　　　－　　　－　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　＝　W-=－－W敞量元素を分析し、みかけの吸収率を算出した。

したラットの31日間の平均体重増加量は、対照群152、セル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--。ミー　●　ﾆ●●-一 W●-･--~--J●ﾐ'｀″'4j●●●･゜●　ﾐﾐ=●　ﾐZWロース群165、寒天群150、キチン群172、ペクチン群191 gであった。31日間の飼料摂

取量は、対照384、セルロース393、寒天415、キチン426、ペクチン417 gであった。

食物繊維を含む飼料群の飼料摂取量は、対照群より高かった。寒天以外の食物繊維を含む
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セルロース82、寒天70、キチン82、ペクチン90％であった。
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